
インフリキシマブ製剤のフォーミュラリー
第一選択薬 第二選択薬

インフリキシマブBS点滴静注用
100mg「NK」

レミケード点滴静注用100

■補足事項
１．バイオ医薬品とはタンパク質性の医薬品であり、化学合成で作られる低分子医

薬品と比べ、構造がとても複雑になります。低分子医薬品における後発医薬品
（ジェネリック）と同様、バイオ医薬品の特許期間満了後に発売される製品は
バイオ後続品（バイオシミラー, BS）と呼ばれます。バイオ医薬品は構造が複
雑であるため、先行品との同一性ではなく、品質・有効性・安全性の同等性／
同質性が評価されています。

※BS製剤に適応のない「 腸管型／神経型／血管型ベー
チェット病」ならびに「川崎病の急性期」にインフリ
キシマブ製剤を投与する場合

※BSに忍容性がない場合
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